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日中雑種グリの渋皮の剥皮性と加工適性
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ＬＩｎｏｒｄｅｒｔｏｂｒｅｅｄａｃｈｅｓｔｎｕｔｗｉｔｈｅａsypeelingofpellicleandprocessingsuitability，

l89hybridtreesfromcrossingbetweenJapanesechestnuts，whicharedifficultto

peel，andChinesechestnuts，ｗｈｉｃｈｍｅｅａｓｙｔｏｐｅｅｌ，weregrownandthecharacteristics

oftheirfruitswereinvestigated、

2．AfterｒｅｍｏｖｍｇｔｈｅｓｈｅＵｓｗｉｔｈａｋｎｉｆｅ，thepelliclesofthefruitswerepeeledby

waterjetfromahighpressurecleaner，Thefruitstreatedwereclassifiedinto4

groupsaccordingtoadegreeｏｆｐｅｅｌｍｇ：

①FruitwithoutanypelIicle，whichwascompleteIypeeledoff．

②Fruitwithpellicleofseveralsmallspots．

③Fruitwithpellic1eunderlO％ofsurface．

④Fruitwithpellicleover10％。fsur〔ace、

Thepeelingpercentage(％）wasexpressedbytherollowingformulas：

｛(①＋②)/(①－１．②-|-③-'一④))×100.

3．Ｔｈｅｐｅｌｌｉｃｌｅｓｏｆｆｒｕｉｔｓｏｆｍａｎｙｈｙｂｒidtreeswerepeeledeasily，ｂｕｔｔｈｅｍｏｓｔｏｆ

ｔｈｅｐｅｅｌｅｄｆｒｕｉｔｓｗｅｒｅｖｅｒｙｈａｒｄａｎｄbrokeneasilyaftercookedinsyrup、

４．Ｔｈｅｆｉ｢uitsofmanyhybIidtreeshadthecharacteristicsofhighpeelingpercentages，

andlargespeclficgravities，ｗｈｉｃｈｗｅｒｅｔｈｅｓａｍｅａｓｔｈｏｓｅｏｆＣｈｉｎｅsechesmuts，the

pollenparent、

５．Asignificantcorre]ationcoefficientwasexsistedbetweenspecificgravityandother

characteristicsofthefruits，Whenthepeeledfruitswithspecifiｃｇｒａｖｉｔｙｕｎｄｅｒｌ,O9

werecookedinsyrup，ｔｈｅｙｗｅｒｅｖｅｌｙｓｏｆｔａｎｄｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｏbreak、

6．Thehybridtreeswithpeelingpercentageover80％wereclassifiedinto5groups

accordingtoadegreeofspecificgravity．‘ｌｌｉｎｅｓ，Ｎ○.６２，Ｎｏ．９２－２，Ｎｏ．ｌ６０ｚｍｄ

Ｎｏ､２１１，ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｇｒｏｕｐｗｉｔｈｓｐｅｃｉｆｉｃｇｒａｖｉｔｙｕｎｄｅｒ1.09,wereselectedasthe

desirablehVbridtrees．

Keywords：Japanesechestnut，Chinesechestnut，crossing，hybrid，pellicle，peeling

percentage，processingsuitability，ｆｒｕｉｔｉｎｓｙｒｕｐ，softness，ｗｈｏｌｅｆｒｕｉｔ

ｒａｔｉｏ，specificRravity．
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日本クリの加工上の問題点は渋皮の剥皮困難さにあり，加えて剥皮の人手不足，賃金高騰など

から，加工原料としての日本産クリの使用は極めて少なく，その殆どを靴国産の剥皮整形クリに

依存するようにたった．韓国からは毎年１万トソ以上（鬼皮付き果実に換算すると２万トソ以上）
の剥皮雛形クリが主に加工用として輸入され，その金額はl00Hir円にも達する．さらに，３万ト
ソ近くの生染も入っている（おそらく焼きクリ用)。一方，国内のクリ生産蝿は1975年頃の６万

トソから現在は約３万トソに半減し，国内消費量の60％以上を外周に依存するようになって，伝
統あるわが国のクリ産業は危機の方向に向かいつつある．

近年，原料を他の一国に依存することの問題点，即ち原料の筒価格問題が毎年のように議論さ

れ，この対策として，加エ業界は中国クリの輸入を検討したり，あるいは渋皮の剥皮容易なクリ
品緬の育成を要望するようになった．

剥皮容易なクリ品種の育成や剥皮性，渋皮と果肉表而の接読物質などについては，田中ら'~s)，
原ら`)が多く報告しているが，品種育成までには至っていない．また，クリ産業は古くから加工

と共存して鱗栄してきたもので，加工適性も強く求められるが，Il11klグルあるいは中国クリを
親とする雑祇の渋皮剥皮果の力Ⅱ工適性はまだ検討されていない．

そこで我々も剥皮容易で，かつ加工適性を有するクリを育成したいと考え，1982年頃から日本

クリと中岡クリとの交雑による育種を開始した．以下に雑種のjWl皮'1:と11.露煮品質の調査および
－次選抜の経過を報告する．

材料および方法

１．供試材料と交配

日本クリ（大果，粘質，剥皮困難）を雌，中国クリ（小果，粉質，剥皮容易）を雄として交配

した．日本クリは‘銀寄'，‘伊吹，，‘丹沢，，‘筑波，，‘御社，の他７品種を，中国クリは‘日野

春粟'，‘相生'，‘傍士480号，，‘宮川100号，の４品種を用いた．例年５月中下旬に除雄，袋掛け
し，６月上中旬に受粉させる従来法で交配し，秋に収趣した呆爽を砂中に保存して，翌年春に播

菰した．発芽，生長した交雑実生篇は次年の春に畑に定植した．組合せ数は33種で，その雑種は
260樹になった．ただし，不結実樹，枯死樹があり，調査した実数はl89Miiであった．

２．果実の収穫

自然受粉して結実した果実は例年９月から10月にかけて収撰し，ＩＭＩ益した．隣の樹の果実と混

合しないように，毬が左右，上下に開いた時点で樹｣二収越した．このｉｌｊには鬼皮の座部位が白色

の采突もあった．采突は水没け殺虫したのち，水漬冷蔵保7jＥ（ｏ℃）して，１１，初めから調査を
始めた．

３．渋皮剥皮法と剥皮性の評価

包丁で鬼皮除去した果実に高圧洗浄器から水をlﾘ（４）（10～12kg"c㎡）して渋皮を剥皮した．こ

の際，１１１１(4)｢】は閥定し，手で果実を持ち，渋皮部に水が当たるように染災をＩｈ１Ｉｌ辰させたがら刺反

した．処皮を除去した際，座部位の渋皮が破れたり，－部剥皮されるので，ここに噛野Ｉした．渋

皮が破れていたい場合は渋皮に傷をつけて噴射した．１樹約20采を供試し，１采60秒１１ft射した．

剥皮肱については，Fig.１に示したように，１樹約20采を①完全に刺皮できる，剥皮良好采，

②１mm程度の斑点状渋皮が数個残る，剥皮やや良好果，③肉眼観察で渋皮が全面敵の90％以上

剥け,１０％以下残る，渋皮やや困難果，④渋皮が10％以上残る，剥皮困雌采，の４階級に分け，

((剥皮良好采数十やや良好果数)／調査果数}×100を剥皮率(％）とした．
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刺皮果は采7K，比1Ｋ（1E了比亜計）を測定したのち，｜j･露識製造までの故l111l1，ｏ､1％アスコ

ルピソ鹸液に入れ．冷蔵（０℃）した．

４．甘露煮製造と品質評価

ノjⅡ工適|ｲﾐを検討する－刀法として，甘露煮製造し，レトルトパウチ,１１１;ぬにして，品質１１１F価した．

製造法の概要は次の通りである．①65℃，３０分ボイル，②80℃，２０分ボイル，③95℃，赦化-1~る

までボイル，④55％iX1i液注入，籍封，⑤100℃，１時間殺償，⑥冷ﾑｌＬ

ｌＭｌＩＷ１のIV1fTについては，ｉ炊らかさと色，割れていない処士染腱度をｎｌﾄﾞlilliした．IMkらかさと色は

11|・能１，ﾄﾞIl1iして，Ｔａｂｌｅｌに示した５点法で採点した（５点：良好鵬ｌルＡ：イ〈良)．色はFig.２の

jlnりである．IML余果咽１度は，９５℃ボイル後および製造後の采ﾘﾐの？}りれl胸ひび入り』M，IHWir染の

故をi沈み，そのKIL余果率をﾊｾﾞに，Ｔａｂｌｅｌの５点法に採点しⅡ'〔して災示した．

５．形画間の相関関係および形質の遺伝力

‘銀群，（１１本クリ）Ｘ【仲1クリの雑繩37樹について，各形ｾﾞｉＩ１ｌ１の|{11Ml係数と縦11皮辮，比71ｉｍＪｊｌ

陛を剛I)するとともに，広溌の巡伝力を次式から推察した．

1K雑の辿伝力１１Ⅳ2＝(ＶﾄﾞＩ－Ｖ魅）／ＶＦ，

Ｖ罵＝(ＶＦ１－１－ＶＰ２)／２
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６．選抜法

剥皮率75％以上，剥皮果重109以上，廿露煮の健全染程度と軟らかさおよび色の官能評価２点

以上の樹（系統）を仮選抜した（選抜された樹は系統と記すことにする)．さらに，これらから

剥皮率80％以上の系統を一次選抜し，比飛に雑づき，①1.09以「，②1.10-1.12,③1.06-Ｌｌ２
(年度により変動)，④1.13以上，⑤1.10-1.16（年度により変動）の５群に分類した．

結果および考察

１．選抜経過

1982,,83年に各地から数種の日本クリ，［１１国グリの穂木の分譲を受け，接ぎ木して墹殖し，

hllに定植した．’87年から順次本格的な交配を行い，260本の実生苗を育てた．’92年頃から結実

し始めたので，果実の剥皮性や甘露煮品賛の調査

を開始した．その後も澗在を続け，’96年に189樹

の調在と一次選抜を終了した．さらに，それらの

盗料を再検討し、選披系統を５群に分緬した．

iilU野
ｙ

$，'Ｈ

蕊1１
２．渋皮の剥皮性

水をl1lf射した時の渋皮の剥皮程度はさまざまだ

が，Fig･１のように剥皮程度を４階級に分け，剥

皮率を計算した．剥皮容易な果尖はFig、３のよ

うに渋皮が千切れることなく，かたまり状で剥け

た．

Ｔａｂｌｅ２は‘銀寄，（ロ本クリ）xrlxlllクリの￣

部の雑種樹の剥皮率と甘露煮品質を示したもので，

剥皮率75％以上の樹数はかなり多かった．

：
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包丁で鬼皮を剥皮する際，座部位の渋皮が鬼皮と一緒に剥皮されたり，破れる雑種があった．

このような果実は剥皮容易で，１０秒以内に完全に剥皮できた．さらに，鬼皮に十字の切り込みを

入れ，約90℃の湯に1分1111波けると，切口が反り返るので，ここに水を噴射して鬼皮と渋皮を同

時に剥皮することもできた．

剥皮やや困難采は，Ｆｉｇｌのように，かなり広い而馴が剥皮できるが，部分的に渋皮の上XWは

剥皮されるものの，下ﾙﾅが果実表面に密着して残る．剥皮困雌采は幼根部付近は剥皮されるが，

渋皮上層も剥けず，殆どの渋皮が残る．

刺皮果の表面には幼恨部位を中心に複雑に細いひび状の線が走っている．ここに噴射水が当た

ると，果実は割れることもあった．

日本クリの‘銀寄’は剥皮悶難であったが，未熟期には刺反できた．‘倉垣銀寄’は鬼皮の座

が白色の期間中は比絞的客易に剥皮できたが，貯蔵期1111が長くなると，座が茶色にたり，剥皮不

良になった．一方，中IRIクリはいずれの品種も完全に剥皮でき，数か月貯蔵後にも容易に側反で

きた．

３．甘露煮品質

甘露煮製品の品質はＴａｂｌｅ２の通りで，健全采程度，」|itらかさおよび色の評価点の問い樹は少

なかった．甘露煮製造に際しては，９５℃で軟化するまでボイルする．この時間は日本クリの剥皮

整形果では15分であったが，中国クリや交雑種の剥皮采は30分以上要し，その間に多くの果実が

削れた．また，９５℃ボイルで軟化した果実を55％穂波に没激すると，再び硬化した．軟らかさに

ついては個体差が大きかった．色は，生采は黄色で個体差はないが，ボイル工程中に変色し始め，

製造後にはFig.２に示したように，黄色，茶色，黒色の果災が混在するようになった．製品の

色は同一樹の果実でも個体差が極めて大きかった．

中国クリはいずれの品樋も(1)りれやすく，硬かったが，‘腕士480号’は比較的良好な品質をＩｉＬ特

していた．そこで花粉親に利j1Iしたいと考えたが，この品柧の雄ｲﾋﾟの開花日が日本クリの雌花の

開花日より相当遅れるため，交配が困難であった．

４．選抜系統の形質

選抜基準に基づき，交雑ilil89樹から64系統を仮選抜し，Ｔａｂｌｅ３に各交配組合せごとの果実

形質の平均値を示した．交配組合せの雄は主に‘日野券栗’と‘相生’であったが，ここでは合

わせて中国クリと表示した．いずれも剥皮率，采Z１１は良好だったが，比虚は日本クリ（1.09以下）

より大きく，製品のIML全采穆度，軟らかさ，色の評I11i点は低かった．ただし，同一樹でも糾皮率

と果重，比重は年によりＺＥｌｍ)することもあった．

５．渋皮剥皮果の甘露煮製品の割れの要因

交雑種の渋皮剥皮ｊ１Ｌの甘露煮製品は特に表層部（日本クリで行われる剥皮鐙形により除去され

る部位）が硬く，割れやすい．そこで，日本クリ，中川クリおよび交雑種をそれぞれ渋皮側皮お

よび剥皮整形し（包丁による)，比重を測定したのち（剥皮雛形で除去する表層部もiNII定)，甘露

煮製造して，割れ率と軟らかさを評価した．その結果はＴａｂｌｅ４の通り，いずれの品種も比正は

表層部＞渋皮剥皮采＞剥皮雌形果の順であった．さらに，‘日野春栗，（中国クリ)，交雑祇NoI

154の剥皮整形果の比7ifは1.10以上であった．

９５℃で軟化するまでのボイル時１N]はいずれの品祇も渋皮剥皮呆で焚く，その間に呆突表而のひ

びから割れ，割れ串は剥皮雅形采に比べて相当高かつた．表示しなかったが，生呆はいずれの品



砥
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種も表層部が果肉中心部に比較して硬く，またFig.４に示したように，表而にはすでに細いひ

びが走り，幼根部位につながっていた（Ａ)．果実中心部付近にも不規則なひび，割れがあった

(Ｂ)．これらのひび，割れは胚の肥大生長や子葉の発育の仕組糸と関係するのではないかと推察
していろ．

Table３．Numbersandfruitchamcteristics*】ofhybridsselected

RａｗｌｍｉＩ IiruitinsymD*’
Cnmhinnlinn No.ol

lolal

bybnds

No.ol

hybrids
sdcclM

Peeling

percenlagG
（％）

FYuil

weighl
（R）

SpeciliC
Rrqvity

Dog『ccoISoItnessYelIow
wholo(ruitcolor
mIin

Ginyose(J)*R xChinesechestnuI

Tanzawa(J）xChinesechestnuI

Gosha(J）xChinesochcstnuI

Akachu(J）xCbinosechesInuI

ATima(J）xChinesochestnut

Ibuki(J）xChinesechestnuI

Ishizuchi(J）xCllinesechestnut

Yoro(J）xChinesechestnut

Tukuba(J）xChinescchesmul

OtomuneO）xChinescchcs【【lut

Hayashiamaguri(JxC)*jxChinesechestnut
Hakuri(IxC）xChinesechestnut

７
２
Ｃ
８
０
１
３
０
３
６
７
２

３
３
１
１
１
１
１
１
１
２

刈
剖
’
月
刊
反
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【
／
』
ロ
バ
四
ｑ
】
〔
／
】
戸
喘
）
Ｆ
【
Ｕ
勺
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〔
ｘ
）
勺
Ｉ
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１
上
。
Ｉ
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８８

８７
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８６

１００

８４

９３

９０

９５

１００

７９

９４

２
１
３
２
９
５
３
２
１
２
３
６

０
■
□
■
●
●
●
●
●
●
●
■

４
３
５
４
２
３
５
２
３
５
３
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１．１２

１．１２

１．０９

１．１４

１．１２

１．１３

１.１２

１．１２

１．１０

１．１５

１．１５

Ｌ１２

７
Ｃ
〕

２
３
５
２
２
１

●
●

①
●
●
Ｃ
●

●

２
２
４
１
２
１
２
２
４
１
１
１

Ｃ
】
Ｒ
〕
、
色
目
〕
ｑ
）
の
己
〃
団
Ｃ
）
反
〕
〆
ｂ

■
●
●

●
■
●
■
●
■
０

，
口
、
色
、
回
向
△
ワ
』
、
乙
ｏ
』
句
乙
つ
る
『
上
司
上
Ｑ
ｊ

８
１
９
７
２
４
８
６
２
５
８
９

●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■

２
２
１
２
２
２
２
２
２
３
２
２

*lScoresolcharacleris【icsmeanaverageso(thoseolhybridsselec[ed
G2(J):Japancsecbestnut．＊〕(JxC):Japanesec11estnutxChincsecbcsInuL
*I5steDsevaluation．

Table４．DiHbrencesbetweenpeeled片uitsandcutfruitsonspecific
Rravityandbrokenfruitratio．

Bｏｉｌｎｔ９５Ｔ Fruitinsyrup*［

Cultivars Ｐｅｅｌｉｎｇ
ｏｒｃｕＬｔｉｎ２

Spccific
RravitV

TimeBrokenfruit

ratio

(Minute）（％）

SｏｎｎｅＲＲ

GinyoseO)*］ Peeledfi-uit

Cutliuit＊４

Outsidelayeroffruit

1.05

1.03

IOR

dＣ

１５

3０

０

４
４

Hinoharu■

Ruri(Ｃ)*２

Peeledfruit

Cutfmit

Outsidolayorｏｆｆｒｕｉｔ

1．１３

１．１２

１．１５

6０

２０

8２

２７

2．５

２５

NOL1540×Ｃ)*。 Peeledlruit

Cutfruit

Outsidelayeｒｏｆｆｒｕｉｔ

1．１２

１．１１

１１４

6０

２０

7５

３８

３

２－５

*'(J)：Japanesechesmut．＊倉(Ｃ)：Chinosechesmuu．

*3(ＪｘＣ)：JapanosechestnutxChinesechesInut．

*`Pellicleandoutsidelayer(3～5mminthickness）offruitwereremovedwithaknHG
*s5steDsevaluation．
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以上，DIIい表層部のある渋皮剥皮果はjl吹化に健時間を要し，その１１}】に割れ始めることから，廿

露煮製品の馴れは炎仲i部に原悶があると考えた．しかし，これでは渋皮の剥皮容易なクリ品柾を

育成しようとする本研究の怠護は』|q減する．加工操作から割れを防Ｉ上することも試糸たが，有効

な〃法を見出すことはできたかった．そこで次に，健全果程度の高い雑紺が数系統あることに満

目しそれらの形質特性から割れにくさの要因を探った．

６．果実の形質間の相関関係

‘銀寄,（日本グリ）xIljIIilグリの雑種37樹の行形Finllの相|剣係数を算出してＴａｂｌｅ５に示した．

同表から，比ＩＩＴと剥皮率，健全采程度，ｊｌﾘくらかさとの'１１１には粗lH1BM係があり，比亜の低い雑柾は

剥皮率が高く，健全采程度が向く，軟らかいというＩ對係のあることが判った．

雑種37樹の比1ｔと剥皮率，健全采程度，TMXらかさとの関係をFig.５に示した．比､ｎ.09以下

の樹数が少ないので|ﾘ]砿ではないが，1.10以上のけＩは剥皮性，戦らかさ，健全采程度にバラツキ

が見られたのに対し，1.09以下の樹は安定し，且つ望ましい形質を其liiしていると思われた．

Table５．Corrolationcoofficicntsbctwcen6characleristicsin37hybrids

betwcen‘Ginyosc，（J)＊lxChincsechestnuts．

Ｒｎｗ「rllit Frui1insyrup

Spccific
IZraviLy

Degreeo「
whole「ruil

mtio

SoftnesEFruit

wciIZht

Ｙｅｌｌｏｗ

ｆｍｌｎｒ
ChnwlctDristicR

-0.420＊*ｚ

－０．１２１

０４２５＊＊

－０．３２５＊３

－０．３４５＊

0.490＊＊

0.005

-0.534＊＊

0－０７１

PeelingperccnIaRe

FruitwCi鷹ht

Spccilic鷹ravity

Dcgrecolwholc「rｕｉｔｒａｔｉｏ
ＳＯｎｎｐＲＲ

0．１５８ -0.049

-0.191

0.019

-0.384泳

0.374ネ

*’（J)：Japancsechestnut．＊２Signi[icanLat1％IcvcL＊aSi淫nilicanlaL5％lcveL
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7．剥皮率と比重の度数分布と遺伝力

‘銀寄，（Ｈ水グリ）×中国クリの雑種37樹について，・鎚寄’（Ｈ水クリ）×中国クリの雑種37樹について，剥皮率と比｢[の度数分布と過伝力を調べ，

Fig.６およびＴａｂｌｅ６に示した．本来は組合せ別に，｜可一年度の筏料に基づいて算出すべきもの

であるが，雌の‘銀寄'，雄の中国クリは樹数が少なかったことから，旗数年の筏料を用い，か

つ｢|'同クリは４品種（`日野春栗,，‘机生'，‘何ﾉlllOO勝，，‘傍士480号'）の筏科をまとめて用い
た．

剥皮率については，母親のロ本クリは低率側（平均1k11.9％）に，父親の中国クリは高率側

(平均値83.3％）に分布したが，若「rl1IMI価を示す樹もあった．雑繩は多くが中|トリグリの,''１i率側
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inparcnLchcstnutsandtheirhybrlds．

＊(J)：Japanesechestnut．

Table６．Broad-senseheri【abilitiesfbrpeclingpercentagesandspecificgravities
inhybridsbeLween‘Ginyose，（J)＊xChinescchestnut＿

CharacterisIhTg Parentsand

hybrids

Ｎｏ．ｏｆMean

trees （,f、

Slandard

dovinti()r，

Midparent

valuG

（％）

Broad-sense

heriulbility
ostjm､led

Ｐｅｅｌｉｎｇ

ｐｅｒｃｅｎｔａｇｅ

Ginyose(J）

Chinesechesmut

Ginyose(J)×Chinese

1１

１７

３７

11.909

83.335

72351

1３．０４

１８．７１

２２８０ 4７－５１ 0-499

Specific

RravitV

Ginyose(J）

ChinesechestnuL

Ginyose(J)×Chinese

1１

１７

３７

1.075

1.148

1.142

0.0314

0.0221

0.Ｏ３３Ｃ 1．１１１０．３３０

＊（J)：JapanesechestnuL
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に分布し，一部は中間から低率側に分布するものの，その平均値は72.3％で，両親の中間値47.6
％を超えた．広義の遺伝力は0.499で，中程度であった．

比重に関しては，日本クリは低比重側（平均値1.075)，中国クリは高比重側（平均値1.148）

に分布した．雑種は中間を示したものもあったが，その多くは中国クリの高比重側に分布し，そ

の平均値は1.142で，両親の中間値1.111より高かった．遺伝力は0.330で，中程度と思われた．

以上から，Ｆ１本クリ×中国クリの雑種には花粉親の中国クリの商剥皮性とともに高比重性の形
質も導入されやすいことが判った．

８．低比重系統の果実形質

Ｔａｂｌｅ５から，低比重性雑種は加工適性を具備する可能性の高いことが示唆された．そこで本

研究で調査した189樹のうち比重1.09以下の雑種数をTabie7に示した．比重1.09以下は29樹と
少数であり，Fig.６の結果と一致した．この29樹のうち，剥皮率80％以上，健全采程度３点以上，
軟らかさ３点以上はそれぞれ16樹，２０樹，１６樹であり，これらはかなり商い発生率であって，
Table5の結果と一致した．

さらに，月標とする剥皮率80％以上，健全果程度３点以上，軟らかさ３点以上の全てを具備す

る樹は８樹あった．この８樹の発生率は全雑種189樹の４％で，極めて低い頻度であるが，比重
1.09以下の29樹からみると，高い発生率（28％）であった．

以上から，極めて低い頻度ではあるが，果実の比重1.09以下の雑種から目標とする形質を右す
る系統を選抜することができると考えた．

Table７．NumbersofhybridIreeswithspecifIclZravitvunder1.09

CharaCleriBli煙 NumbersoIhybridtrees(No.］

SpedHcgravity

Peelingpcrccntage

DegYpeolwholofmitratic
SoltnGss

UnderLO9Underl,O9UnderloO9UMer１．０９

Over80％

OveT3points

Over3poink

UnderLO9

0vor80％

Ovcr3Doints

UndorlO9Under1.09

0Ver80％Over80％

Over3poinに

Over3pointsOver3poinls

物1９ 1６ Ⅸ０ 1Ｆ 1４

一
●
可

●
●

Ｐ
０

９．－次選抜

仮選抜64系統から剥皮率80％以上の38系統を一次選抜し，さらに比重に基づき，Ｔａｂｌｅ８のよ

うに５群を分類した．系統によっては比重が年により多少変動したり，栽培途中で枯死した樹も
あってＴａｂｌｅ７の数とは一致していない．

第１群（剥皮率80％以上，比重1.09以下）のNbL62，NOL96-2,NbL160，NCL211の甘露煮製品は瓢

れがなく，適度な戦らかさであった．第３群は年により比重が変動する系統群で，1.09以下の年

には良好な甘露煮製品になった．第２群も比較的良好な甘露煮製品になった．第４，第５群は艇

皮率は良好だが，甘露煮製品は割れやすく，硬く，そのままでは利用できない．

以上から，第１群を最も良好な系統，第２，第３群は第１群に次ぐ比較的良好な系統と考えて

いる．ただし，いずれの群の系統も果重や藩采性，クリタマバチ抵抗性，甘露煮の味や色など，
解決すべき課題も残っている．

今後は良好な系統に日本クリを戻し交配して，形質を分離させ，目的の形質を確実に具備する
系統を選抜したいと考えていろ．
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Table８．HybridsbetweenJapancsechesLnutxChinesechestnutclassi【iedinto5groups

Ｇｒｏｕｐ Ｃｏｍｂｉｎｎｔｉｏｒｌ ＴｒｅｅＮｏ

Thclstgroup
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Specific贋ravity：under1.09
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Tukuba(D
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Aioiに)*２
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HinoharuRuri(Ｃ）

ｘ
Ｘ
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96-2

160

211

The2ndgroup
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Ｘ
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ｘ
Ｘ
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１５１
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Yoro(J）x
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Otomune(J）x

Hakuri(ＪｘＣ）×
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The5thgroup

Pcolingperccntage:ｏｖｅｒ８０％

Specificgravity：1.10-1.16
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要約

1）渋皮の剥皮が容易で，且つ加工適性をｲjするクリ品種を育成する目的で，制皮困難な日本ク
リに剥皮溶易な中国クリを交配し，雑iiK189MMを育成して，果突形質を調査し，選抜してきた．

2）鬼皮を刺反した果実にMH圧洗浄器から水をIVf4)して，渋皮を刺反し，①完全に剥皮できた果
実，②斑点程度の渋皮が数個残った果実，③渋皮が10％以下残った果実，①渋皮が10％以上
残った果実，の４段階に分け，調査果数のうちの①＋②の率を剥皮率とした．

3）多くの交雑樹の果実は，剥皮率は高かったが，甘露煮製品は硬く，割れやすい傾向にあった．

4）果実形liTIH1の相関係数から，果実の比nｔと剥皮率，甘露撒製,lWiの健全呆卿度，軟らかさとの
間には高い机関関係が認められ，比愈1.09以下の果実は割れにくく，軟らかい傾向にあった．
5）多くの交雑樹の果実は剥皮率とともに比ntも高かった．これらの形質は花粉親の中国クリと
同じであり，花粉親から導入されたと考えられた．

6）剥皮率80％以上の系統を一次選抜し，それらをさらに比Znの程度から５聯に分類した．第１
群の剥皮率80％以上，比nt1.09以下の４系統（NOL62,1ｔし92-2,lkL160，NU211）は，甘露煮の,Ｗ１
質が良好で，最も望ましい優良系統と考えた．しかし，まだ改善すべき問題は残っていろ．
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